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高野原遺跡B・ C区の調査

第 1節 調査に至る経緯

田野町元野地区を中心に、平成 4年度から県営農地保全整備事業元野地区に伴 う各種工事が計

画 。実施されている。

平成 6年度も同高野原工区で整備事業が計画されたため、工区内の文化財の所在及び範囲を明

らかにするための試掘調査が宮崎県文化課により実施された。その結果、かなり高密度の遺跡の

所在が確認 されたため、県中部農林振興局、県文化課、町農業整備課、町教育委員会、町土地改

良区の間で、遺跡の保護 と工事設計の見直し等について再三にわたる協議を行つたが、設計施工

上どうしても文化財の消滅を免れない部分があり、やむをえず発掘調査による記録保存の措置を

執ることとなった。県中部農林振興局と発掘調査の委託契約を締結し、同年 9月 8日 から調査に

着手した。

第 2節 遺跡の位置と歴史的環境

田野町内には以前から多くの遺跡の所在が知られていた。また、近年の発掘調査や分布調査な

どにより各時代の生活の痕跡が公々にではあるが明らかにされつつある。まずは町内に所在する

各時代の遺跡について概略を紹介 しておきたい。

旧石器時代はナイフ型石器が表採された三角寺地区の萩ケ瀬第 2遺跡、前平地区の芳ケ迫第 1・

第 3・ 札ノ元遺跡、七野地区の長藪遺跡、元野地区の元野河内遺跡、鹿村野地区のズクノ山第 2

遺跡などがある。芳ケ迫第 1遺跡では集石遺構が検出され、その周囲からナイフ形石器・剥片尖

頭器 。三稜尖頭器・彫器・掻器などが出土。また同第 3遺跡でも集石遺構に伴った石核・ユ1片 の

他、剥片尖頭器が出土。長藪遺跡ではAT上に堆積 した褐色ローム層から石核・剥片などが出土。

ズクノ山第 2遺跡では、F地区で小林降下軽石層からさらに下位の褐色ローム層にかけて剥片な

どが出土している。この他、最近では平成 13年度に調査 した元野地区の本野原遺跡からも少量

ながら採集 された。

縄文時代は草創期から晩期にかけての遺跡が、それぞれ濃淡はあるものの町内各地に,点在する。

草創期は札ノ元遺跡、芳ケ迫第 3遺跡、塩水地区の井手ノ尾遺跡、人重地区の砂田遺跡、七野地

区の七野第 4遺跡などで発掘調査に伴い土器片などが出土。これらは、いずれも縄文時代早期の

包含層から出土したものである。また、同時期の遺構は現在のところ確認 されていない。早期は

町内各地の台地や丘陵上にほぼ全域にわたつて遺跡が所在するといっても過言ではない。 しかし、

各遺跡の遺構分布密度や遺物出土量には濃淡がある。主なところとしては、前出の芳ケ迫第 1・

第 3遺跡、札ノ元遺跡、井手ノ尾遺跡、砂田遺跡、ズクノ山第 2遺跡をはじめとして、前平地区

の又五郎遺跡、天神地区の天神河内第 1遺跡、ニツ山地区のニツ山第 1遺跡、人重地区の前畑第

1遺跡、鹿村野地区の前野原第 2遺跡・ズクノ山第 1遺跡などがある。これらは、いずれも集石

―
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遺構を伴 うが竪穴住居跡が検出されたのは又五郎遺跡のみである。芳ケ迫第 1。 第 3遺跡、札ノ

元遺跡、三ツ山第 1遺跡では集石遺構が高密度で検出されている。ズクノ山第 2遺跡 E地区では

土坑と長円形の配石遺構が検出されてお り、中でも調査区の西端において検出された 6基の上坑

は比較的整然と配置されていることから、墓としての機能も考えられる。前期に入るとこれらの

様相が一変し、遺跡数及び遺物出土量の極端な減少傾向がみられ、調査によって確認 されたのは

長藪遺跡、天神河内第 1遺跡、本野原遺跡、船ケ山地区の元木遺跡、元野地区の本野遺跡、七野

地区の丸野第 2遺跡などにとどまる。本野原遺跡では竪穴住居跡が 1軒のみ検出されている。中

期もこれと同様の傾向がみられ、丸野第 1遺跡、三ツ山第 3遺跡、本野遺跡、本野原遺跡などに

とどまる。ニツ山第 3遺跡では円形の竪穴住居跡が、本野原遺跡では方形の竪穴住居跡が検出さ

れている。後期になると、遺跡数は少ないながらも大規模な集落の造営が確認されはじめ、晩期

に至ってから徐々に終息していく傾向がみられる。主なところとして丸野第 2遺跡、砂田遺跡、

本野遺跡、本野原遺跡、青木遺跡などがある。青木遺跡では配石遺構や貯蔵土坑が検出されたと

いわれる。丸野第 2遺跡では円形の竪穴住居跡群と集石遺構が検出されている。また、本野原遺

跡では多数の竪穴住居跡や環状に配置される土坑、道路状遺構、大型建造物の可能性がある土坑

の並び、整地の痕跡などが検出され、全国的にも注目を集めている。この調査区より少し隔てて

西側へは後期末から晩期の遺構群も所在することが確認調査により明らかになっている。その他、

本野遺跡で後期末もしくは晩期初頭の土器を伴 う竪穴住居跡群が、松山地区の吹田遺跡では分布

調査時に確認 された円形のノイルマークエ リア内から粗製の黒色磨研土器が採集 されている。

弥生時代になると、前期に限つてはその痕跡すらみられなくなるが、中期の後葉から後期にか

けての集落が突如として展開される。高野原遺跡、本野遺跡、権現谷第 1遺跡、元木遺跡、ズク

ノ山第 1遺跡などである①このうち本野遺跡、権現谷第 1遺跡は方形の竪穴住居跡のみで、他は

日向型間仕切 り住居が含まれる遺跡である。

古墳時代の集落跡は現在のところないが、地下式横穴墓のみ高野原遺跡 と灰ケ野第 1遺跡で発

見されている。灰ケ野 1号地下式横穴墓では蛇行剣が、高野原 1号地下式横穴墓では鹿角製刀装

具付き剣が出土している。いずれにせよこの時代に至って、再度遺跡数が激減する傾向は否めな

い。

古代以降は本野原遺跡、船ケ山地区の合子ケ谷第 1遺跡や本野原遺跡などで調査例があるほか、

各地で同時代の遺物が採集 されている。その分布は特に河岸段丘上に多く見られ、官道を含めた

道の所在と集落のあり方の一端を垣間見ることが出来る。本野原遺跡では、緑本由陶器片が出土し

た。また、日向 16駅のひとつである救弐駅の所在地を田野町内七野地区あたりとする説もある

が、現在のところ明確にはされていない。

中近世になると、おそらく現在の集落域と重なって遺跡が所在するものと考えられる。発掘調

査において確認されているのは、元木遺跡や天神河内第 2遺跡のほか、元野地区周辺の畑田遺跡

と本野原遺跡のみである。中世の山城については、既に消滅 した梅谷城のほかヒダカン城、上ノ
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原城、仮屋原城などがある。その造営には伊東と島津の戦いが背景にあったことは言 うまでもな

い。仮屋原城は開墾や開発等の影響を受けることなく、ほぼ当時の地形を保つている。このほか、

人重地区の前畑第 1遺跡では研掘 りの溝も検出されている。

高野原遺跡が所在する元野地区周辺は、鰐塚山系からの豊富な水源の恩恵を受け、各時代の遺

跡が点在する。中でも高野原遺跡 と本野遺跡のある広大な台地上には縄文時代中期から後・晩期

と弥生時代の集落跡、古墳時代の地下式横穴墓の分布がみられ、元野川を挟んだ対岸の本野原遺

跡 とならび、縄文時代早期を主体とする町内の他の遺跡分布エ リアと比較 して、卓越 した内容で

ある。当時の田野盆地内における中心的な位置を占めるエ リアであつたとも想定されよう。今回

報告する高野原遺跡 B・ C区は台地南東部の標高約173m～ 179mの地点にあり、町道を挟んだ南

側の標高約168m～ 172mの地点にある本野遺跡に隣接 した位置にある。

第 2図 調査区周辺地形図
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第 3節 調査の概要

高野原遺跡の南東部に位置するB・ C区では、東側において堆積の残存状態が良く、西側及び

中央部から北側にかけて耕作による削平が顕著に見られる。調査は主にアカホヤ火山灰堆積層

(以下、アカホヤ層とい う)上面における遺構検出を目的として行った。東側ではアカホヤ層 と

耕作土層の間に黒色土層が堆積 してお り、縄文時代晩期初頭の土器が多量に出土した。 しかし、

遺構は掘立柱建物とピット群を検出したのみで、竪穴住居は見られなかった。尚、ピット群の中

には柵列状に並ぶものもある。ピット群の大半は、埋土が他の遺構に比べて明るい暗褐色を呈し

耕作土に近似 していることなどから、古くても弥生時代以降のものであろう。中央部においては

縄文時代の竪穴住居跡が23軒 と弥生時代の竪穴住居跡が14軒に加え、約50軒の掘立柱建物を含む

ピット群が検出された。時期についてはやはり特定できなかったが、埋上にそれほど新 しい要素

が見られないことや東側の遺物出土状況などから、縄文時代のものとした。西側についてはピッ

ト群が検出されたほか、地下式横穴墓が 3基検出された。いずれも平入 リタイプのもので、ST 03

以外は既に崩落または破壊 されている。ST 02は農地の深耕中発見された際に宮崎県が調査 した

ものとみられる。同時期の遺物は耕作土中においても皆無であり、他の掘立柱建物やピット群は

これらに伴 うものではないと判断される。

第 4節 縄文時代の遺構と遺物

高野原遺跡においては、旧石器時代所在の可能性を残 しながらも、早期から生活の場が展開さ

れる。各調査区において集石遺構等が散見されるが、これより南南西に位置する元野河内遺跡で

の早期遺構・遺物の出土量は、高野原を完全に凌駕 している。これが前期・中期になると、やは

り各遺跡で散見されるものの、遺物量に関していえば南側の本野遺跡が圧倒 している。後期にな

ると丸野遺跡の集落跡なども出現するが、規模において本野原遺跡が卓越 し、その傾向は晩期ま

で継続する。このような状況下で、高野原遺跡では後期末～晩期初頭とい う、ごく限られた時期

に集落が営まれていたことがわかった。近年は本野原遺跡で環状の構造を意識 した集落跡が発見

され、南九州における縄文集落の認識転換を迫 られる結果となった。この環状とい う認識で高野

原の遺構群を見ると、竪穴住居を主とする中心部と、それを取 り囲むかのように環状あるいは螺

旋状に分布する掘立柱建物群がイメージされる。さらに祭祀遺物的な性格が強い台付皿の出土も

本野原遺跡 との共通点として挙げられよう。いっぽう本野原遺跡 と大きく異なる点は、掘立柱建

物の外周に竪穴住居が分布 しないこと、環状に巡る土坑群が存在 しないことなどである。いずれ

も西 日本では未だ類例が無いため、東 日本の遺跡との比較検討をすべきであるが、両者の相違点

は集落の持つ性格もしくは時間的な変遷を表しているものであろう。

以下、各時期の出土遺物と各遺構の概略について記述 しておくが、出土遺物の詳細は一覧表に

まとめた。また遺構実測図については、一部遺物の出土状況として掲載 したものを除き、田野町

文化財調査報告書第45集 「高野原遺跡B・ C区 (2)」 イこ掲載 している。

-4-
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① 縄文時代早期の遺物

調査区北側において行つた確認調査で出土したものである。いずれも黒褐色硬質土層下の褐色

土層内からの出上で、集石遺構も 1基検出された。検出状況から、これらは同一時期のものと判

断できる。

(1～20)はすべて貝殻条痕文を施すもので、口縁部には貝殻刺突文を施すもの (1・ 7・ 9・ 10)

と貝殻押引文を施すもの (2～ 6・ 8。 10)、 地文のみのもの (11～ 13)と がある。

町内では鹿村野地区のズクノ山第 2遺跡 E区などで、県内では宮崎市の椎屋形第 2遺跡や西都市

の別府原遺跡などで類例が出土している。従来は前平式系土器 として報告されていたものである

が、近年は独立した型式とする動きもある。ズクノ山第 2遺跡 E区では 「別府原タイプ」として

報告されている。本遺跡では確認調査のみではあるものの、このタイプが単独で出土したことは

興味深い。その他、石鏃 (263・ 266・ 270)と 磨石 (289・ 291)と 角礫 (290)の ほか、全体の約

7割以上に敲打痕が見られる用途不明石器 (287)も 出土した。 (287)は 受熱により赤変してい

る。早期の遺物包含層はさらに東西南北への拡がりをみせたと思われるが、集石遺構や比較的疎

らな礫の出土状況から、それほどの遺構の集中は無かったものと想定される。

② 縄文時代前期の遺物

曽畑式上器 (21～ 40)と 尾田式上器 (41～44)に大別される。いずれも耕作土内もしくは竪穴住

居内覆土に混入 して出上したものである。

曽畑式土器 (26～ 28・ 30。 40)は縦横に施す沈線の組み合わせにより文様帯の区画を形成する

ものと見られる。 (21,22・ 33～ 38)は縦位の沈線文を密に施 したのち横位または不定方向の沈

線を施 している。口縁部 (21～ 24・ 32～ 34)はその内面に横位の沈線文、端部に刻み目を施す。

いずれも同型式の中で新しい段階に属するものである。

尾田式上器 (41)は粗大な帯状押引文を縦位に施すものである。また上部には横位の刻 目突帯

文が 2条まで確認できる。上部で緩やかにくびれて外反する形状が想定され、星塚遺跡出上の星

塚式土器 I類 とされるものに似た様相を呈する。 (42～44)は二枚貝による横位の施文と同じく

粗雑な押引文を組み合わせるものである。

③ 縄文時代後期の遺物

後期の丸尾式とされるもの (60～ 68)が ある。九尾式については、近隣の本野原遺跡や丸野第

2遺跡でも出上しているが、本遺跡においては調査区北側と道路を挟んださらに北側の畑の耕作

土内に限られており、客土によつて持ち込まれたものである可能 l■ も否定できない。口縁部が逆くの

字になるタイプ (60～63)と くの字になるタイプ (65。 66)が ある。いずれも斜方向の条痕文を地文と

し、貝殻腹縁による連続刺突文を施す。 (60。 61)は これと凹線文を組み合わせたものである。

④ 縄文時代前期末～中期初頭の遺物

調査区内から、深浦式土器に相当すると見られる土器 (45～ 69)も 少量ながら出土した。斜位

の条痕文と沈線文を組み合わせるもので、 (56)は 円形貼付文が施される。

―-5-―
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⑤ 縄文時代後期末～晩期前葉の遺構と遺物

本遺跡においては、弥生時代に次いでメインとなる時期である。竪穴住居跡 (SA-01～ 23)や

これに伴う土器、詳細な時期判別は困難であるが掘立柱建物群などが検出された。竪穴住居跡は

調査区の中央からやや北寄りを中心として23軒を検出、いずれも円形プランを呈するものが多い

が、不整形な傾向がみられる。各遺構から出土した土器は、宮崎市平畑遺跡出上の一群と酷似し

ている。掘立柱建物はこの中心をやや外れたエリアとその外周において、恰も環状を呈するかの

ように分布する。また、本野原遺跡で見られたような袋状土坑や配石土坑、配石遺構等は皆無で

あつた。

(SA-01)

調査区のほば中心部に位置する標高176.4mの地点で検出した。検出面から床面最深部までは

約6cm、 外周は最長部で258cmを測る。やや歪な円形プランを呈する。床面に 3箇所のピットを検

出したが、住居に伴 うものであるかは疑わしい。遺物は二次加工剥片 (281)が 出上したのみで

ある。

(SA-02)

SA-01か ら南西へ最短約3.6m、 標高約 176.3mの地点で検出した。検出面から床面最深部まで

は約20cm、 外周は最長部で451cmを 沢1る 。やや歪な円形プランを呈し、中央部に 3箇所の柱穴も

検出された。遺物は深鉢 (70～ 72・ 74～ 76)の ほか台付皿 (73)と 二次力日工剥片 (279)な どが

出土した。

(SA-03・ 04)

SA 02か ら北西へ最短約2.Om、 標高約176.4mの地点で検出した。検出面から床面最深部まで

は約35cm。 いずれもやや歪な円形プランを呈するが、SA 04に ついては全体的な形状から見て、

2軒の住居が重複 しているものと考えられる。SA 03か らは深鉢 (77～82)や石匙 (284)二次加

工剥片 (274)、 04か らは鉢形土器 (83～85)と 台付皿の脚部 (86)な どが出土した。 (77)は膨

らみを持つ胴部から緩やかに外反 し、波状口縁となるタイプ。 (80)は胴部と頸部の境をやや明

瞭につくり、口縁部が外反するタイプ。 (81)は 口縁部内面に沈線文を施すタイプである。

(SA-05)

SA-06に切 り込まれる状態で標高約176.4mの 地点で検出した。やや歪な方形プランを呈する。

検出面から床面最深部までは約 19cm、 外周は最長部で470cmを 測る。中心部に一箇所の柱穴を有

する。遺物は深鉢 (87～ 89)が出土した。 (87)は 日縁部が直立するタイプとみられる。

(SA-06)

SA-03の 北に隣接 した地点で検出した。歪な円形プランを呈する。検出面から床面最深部まで

は約28cm、 外周は最長部で592cmを測る。中心部と南北にそれぞれ1箇所の計 3箇所に柱穴を有す

る。遺物は深鉢 (91～ 93・ 95～ 97)と 浅鉢 (94)二次加工剥片 (277)が 出土した。

げ
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(SA-07)

SA-05か ら北西へ最短約16.Om、 標高約176.7mの 地点で検出した。歪なプランを呈する。検出

面から床面最深部までは約30cm、 外周は最長部で460cmを 測る。中心部とその南西側にそれぞれ

1箇所の柱穴を有する。遺物は深鉢 (98～ 104・ 107)浅鉢 (106)と 台付皿 (105)の ほか、台石

状の礫が 1点出上した。

(SA-08)

SA-06か ら西へ最短約8.6m、 標高約176.3mの地点で検出した。削平のために大半を消失 して

お り正確なプランは定かではない。検出面から床面最深部までは約 10cm、 外周は最長部で450cm

を測る。遺物は深鉢 (108～ 115)が 出土した。 (108～ 112)は頸部内面に稜を持つ。 (108)は 他

と比べてやや精製である。 (111)に は補修孔が見られる。

(SA-09)

SA-05か ら北西へ最短約0.3m、 標高約 176.6mの地点で検出 した。円形のプランを呈す る。検

出面か ら床面最深部までは約 26cm、 外周は最長部で437cmを 測 る。 中心部 と北東側 に各 1箇所の

柱穴を有す る。遺物は深鉢 (117～ 120)が 出上 した

(SA-10)

SA-08か ら北西へ最短約7.2m、 標高約176.7mの地点で検出した。歪な円形プランを呈する。

検出面から床面最深部までは約28cm、 外周は最長部で578cmを沢Jる 。中心部からやや外れた 1箇

所 と北東側に 1箇所の柱穴を有する。遺物は深鉢 (121～ 132)の ほか石匙 (283)石鏃 (272)な

どが出土した。 (127・ 128)は頸部内面に稜を持つもので、 (127)はやや直立気味の口縁部、 (12

8)は 日縁部が外傾 し波状を呈するタイプである。

(SA-11 ・ 12・ 13)

SA-03か ら南西へ最短約7.3m、 標高約 176,7mの地点で検出した。それぞれが切 り合つた状態

での検出で、北東側の約半分を畦反の切込みにより消失 している。円プランを呈し、検出面から

末面最深部までは約20cm。 遺物は深鉢 (133～ 141)が 出土した。頸部内面に稜を持つタイプが大

半である。

(SA-14)

SA-02か ら南西へ最短約1.8m、 標高約176.3mの 地点で弥生時代のSA 28に切 り込まれる状態で

検出した。プランは不明で柱穴も検出できなかった。検出面から床面最深部までは約7cm。 遺物

は深鉢 (142～ 145)が 出土した。

(SA-15)

SA-02か ら南東へ最短約5.3m、 標高約176.3mの地点で検出した。やや歪な円形プランを呈す

る。検出面から床面最深部までは約7cm、 外周は最長部で320cmを測る。中心部に3箇所の柱穴を

有する。遺物は深鉢 (146～ 152)が 出土した。

(SA-16)

L
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SA-01か ら南東へ最短約12.Om、 標高約175.6mの 地点で検出した。削平による影響が著 しく、

プランは不明である。検出面から床面最深部までは約7cm。 遺物は出土していない。

(SA-17)

SA-16か ら南東へ最短約3.2m、 標高約176.Omの地点で検出した。380cm× 350cmの 隅丸の方形

プランを呈する。検出面から床面最深部までは約23cm。 中央部と南側に柱穴を有する。遺物は深

鉢 (153～ 160)が 出土した。

(SA-18)

SA-08か ら南西へ最短約20.6m、 標高約 177.2mの 地点で検出した。265cm× 198cmの歪な隅九長

方形プランを呈 し、検出面か ら床面最深部までは約 13cm。 南西側に 4箇所の柱穴を有する。遺物

は出土 していない。

(SA-19)

SA-18の南東に隣接 した標高約 177.lmの 地点で検出した。歪な円形プランを呈す るが、本来は

拡張を行つた結果か 2軒の竪穴住居であつた可能性がある。検出面から床面最深部までは約 17cm、

外周は最長部で575cmを沢1る。遺物は深鉢 (161～ 176)と 台付皿の脚部 とみ られる (177)のほか、

石皿状の円礫が出土 した。深鉢は大半が頸部内面に稜を持つ もので、 (168・ 169)は胴部が強 く

張るタイプである。

(SA-20)

SA-18か ら北東へ最短約8.Om、 標高約 177.Omの地点で検出した。380cm× 370cmの やや歪な隅

丸方形プランを呈 し、検出面か ら床面最深部までは約20cmを測る。中心部に 1箇所の柱穴を有す

る。遺物は深鉢 (184～ 187)が 出土 した。いずれも頸部内面に稜を持つタイプである。

(SA-21)

SA-20か ら南へ最短約2.7m、 標高約 177.Omの地点で検出 した。削平の影響か ら、原形 を留め

ていない。遺物は深鉢 (189)が 1点のみ出土 した。

(SA-22)

SA 21か ら南東へ最短約1.8m、 標高約 177.Omの 地点で弥生時代のSA 31に切 り込まれる状態で

検出した。削平の影響か ら、原形を留めていない。遺物は深鉢 (190～ 192)が 出上 した。 (191)

は内面に稜を持つが、ほぼ直立す る日縁部をつ くる。

(SA-23)

SA-22の南東に隣接 した標高約177.Omの 地点で検出した。歪な円形プランを呈し、検出面から

床面最深部までは約 18cm、 外周は最長部で934cmを測る。遺物は深鉢 (193～ 197)が 出土した。

(SC-01)

SA-01か ら北束へ最短約19.6m、 標高約176.lmの 地点で検出した。72cm× 71cmの ほぼ円形プラ

ンを呈し、検出面から最深部までは約36cmを測る。他に類する遺構が見られないことから、本来

は竪穴住居内の施設であつた可能性がある。遺物は深鉢 (198・ 199)が 出上した。

L
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(掘立柱建物群)

前述したように時期決定の根拠に欠けるが、分布状況や埋土等からこの時期に設定した。但 し、

以前の報告図面では時期不明のものとして扱 う予定であったため、縄文時代の遺構 としての認識

が反映されおらず、再整理段階で追力日や抹消及び変更したものもある。さらに庇付の構造や総柱

構造及び規模など、多くの再検討すべき事項を露呈する結果となった。これらについては、建替

えや拡張、重複が想定される。また、個々の柱穴が小ぶ りであるなど本野原遺跡で検出された縄

文時代後期の例と異なる点もある。本遺跡を含めた縄文時代集落の検討を行 ううえで、再検証す

る作業は不可欠であると考えるが、まずは今後の課題 とさせていただきたい。

(そ の他の遺物)

耕作土除去や包含層掘 り下げの段階で出土したもの、地点不明のもの、調査区内で表採された

ものをここに含めた。 (200)は台付皿で (220)は浅鉢、 (201～219・ 221～257)はいずれも深鉢

である。深鉢は (252～257)の 一群を除いて、ほば大差は無いと思われる。これらの中で特徴的

なものとしては、他よりも口縁部を短くつくる (201・ 226・ 227・ 229・

230・ 251)が 挙げられよう。

(258～ 262・ 264・ 265・ 267～ 269。 271)は石鏃で、粗製の小ぶ りなものが多い。 (282)は石匙、

(278)は二次力日工剥片、 (285)は切 目石錘である。 (275)は打製石斧で刃部を欠損 している。

以上の後期末～晩期前葉の資料に関して、若千の補足を行つておきたい。 (252～ 257)は三万

田式～鳥井原式並行期に収まるものである。竪穴住居内からは出土していない。SA-03出上の

(77)と SA-10出 上の (128)は三万田式期に並行するもの、SA-03出上の (80)と SA-06出 上の

(94)は御領式期に並行するものである。遺構内出土遺物 と他を含めてこの二万円式並行期～御

領式並行期を外れる、まとまった資料が見られないことから、高野原遺跡の縄文時代住居群は、

同期内において営まれたものと考えたい。これら遺物に関する所見は、宮崎県埋蔵文化財センター

調査員の重留氏からご教示いただいた。

現在は本野原遺跡の国指定に向けた作業と並行 して、同遺跡の調査報告書刊行作業を進めてい

る。この、本野原遺跡 と高野原遺跡の縄文集落は、河川を隔てた近隣に所在することから、両遺

跡の時間的な流れを含めた位置付けを検証することは不可欠な作業である。本書で不十分であつ

た多くの部分については、他の場を借 りて補っていきたい。
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R7
/4
)

に
ぶ

い
橙

色

(7
 5
YR
7/
4)

〔
:微

 F
:中

月
同
吉
卜

連
続

刺
突

文

ナ
テ
゛

ナテ
・

艮
明
褐

色

(7
 5
YR
5/
6)

橙
色

(7
 5
YR
6/
6)

〕:
微
 E
:微

 F
:中

県
付

着

月
同
部

沈
線

文

ミカ
ヾ
キ

「
テ
｀

や
や

不
良

に
ぶ

い
褐

色

(7
 5
YR
5/
4)

灰
褐

色

(7
 5
YR
4/
2)

県
付

着

月
同
部

沈
線

文

ナ
テ
｀

ナテ
・

や
や

不
良

暗
褐

色

(1
0Y
R3
/3
)

褐
色

(7
 5
YR
4/
4)

県
付

着

沈
線

文
ナテ

｀

良
に

ぶ
い
橙

色

(7
 5
YR
6/
4)

橙
色

(7
 5
YR
6/
6)

B包
含

層
月
同
吉
ト

沈
線

文
「

テ
良

黄
褐

色

(1
0Y
R5
/6
)

橙
色

(7
 5
YR
6/
6)

SA
33
(詔

己
)

月
同
吉
Б

条
痕

文

沈
線

文

ナテ
｀

良
灰

黄
褐

色

(1
0Y
R4
/2
)

に
ぶ

い
黄

橙
色

(1
0Y
R7
/4
)

C包
含

層
貝
占
付

突
帯

 (
亥
」
目

)

貝
殻

押
引
連

点
文

粂
浪

ナ
テ
ヾ

良
明

黄
褐

色
～

に
ぶ

い
黄

橙
色

(1
0Y
R7
/6
-7
/4
〉

に
ぶ

い
貢

橙
色

(1
0Y
R6
/4

^▼
7/
3)

某
付

着



石
英
 D
:白

色
粒
 E
:赤

色
粒
 F
:砂

粒
 G
:雲

母
 H
:パ

ミ
ス
) 
  
(特

多
!特

に

重
物

番
号

遺
構

名
器

音
Б

文
様

お
よ

び
調

整
焼

成
色

調
土

備
考

外
 

面
肉

 
面

外
 

面
内

 
面

胴
部

貝
殻

刺
突

線
文

。
条

痕
文

ナ
テ
｀

条
痕

・
ナ
テ
ヾ

貝
殻

連
続

刺
突

文
良

橙
色

(7
 5
YR
6/
6)

に
ぶ

い
橙

色

(7
 5
YR
6/
4)

:ヽ微
 B
:微

 E
:微

 F
:少

月
同
音
Б

貝
殻

連
続

束
U突

文
・

条
痕

文

ナテ
ヾ

玄
鷺
冴
ミ
 ・

ナ
テ
ヾ

貝
殻

連
続

刺
突

文
良

橙
色

(7
 5
YR
6/
6)

橙
色

(7
 5
YR
6/
6)

キ
中

口
不象

音
Б

貝
殻

連
続

刺
突

文
・

条
痕

文

ナテ・
条

痕
。
す
テ
｀

貝
投

淳
続

束
U突

文
良

黄
橙

色

(7
 5
YR
7/
8)

橙
色

(7
 5
YR
7/
6)

F:
多

SA
32
(招

記
)

条
痕

文

沈
線

文

条
反

良
明

黄
褐

色
～

灰
黄

褐
色

(1
0Y
R7
/6
-4
/2
)

明
褐

色

(7
 5
Y
R5
/6
)

B:
4牧

 C
:4
牧

 F
:中

SA
02
(認

記
)

沈
線

文
条

痕
良

に
ぶ

い
黄

褐
色

(1
0Y
R5
/3
)

橙
色

(7
 5
YR
6/
6)

SA
33
 0
昆

)
月同

音
Б

条
痕

文
条

痕
良

浅
黄

橙
色

～
灰

褐
色

(7
 5
YR
8/
4ヽ

ヤ
5/
2)

灰
黄

褐
色

(1
0Y
R5
/2
)

D:
微

 E
:少

 F
:中

SA
06
(混

)
月
同

=Б

条
痕

文
条

痕
良

黒
褐

色

(1
0Y
R3
/2
)

褐
色

(1
0Y
R4
/6
)

A:
微

 D
:微

F:
中

月
同
吉
Б

条
痕

沈
線

文
良

灰
褐

色

(7
 5
YR
4/
2)

灰
褐

色

(7
 5
YR
4/
2)

B:
微

 D
:少

 F
:中

SA
33
(立

昆
)

胴
部

条
反

沈
線

文

「
ス
コ

「
テ
ヾ

良
灰

褐
色

(7
 5
YR
4/
2)

褐
色

(7
 5
YR
4/
3)

年
イ敷

 B
:℃

践
 F
!中

51
SA
02
 0
昆

)
月
同
者
焉

允
線

文

条
痕

不
明

良
に
ぶ

い
赤

褐
色

(5
YR
4/
4)

橙
色

(5
YR

6/
6)

1ヽ微
 D
:微

 F
:中

SA
32
 0
昆

)

浅
い

沈
線

文
ナテ

｀

良
橙

色

(5
YR
6/
6)

に
ぶ

い
橙

色

(7
 5
YR
6/
4)

:ゝ微
 F
:中

条
痕

文
。
沈

線
文

ナテ
｀

ナ
テ

良
灰

褐
色

(5
YR
4/
2)

明
赤

褐
色

(5
YR
5/
6)

3:
微

 C
:微

 F
:少

SA
32
 C
昆

)
月
同
菩
Б

沈
線

文

条
痕

条
痕

良
灰

褐
色

(7
 5
YR
4/
2)

橙
色

(7
 5
YR
6/
6)

ε
:微

 D
:少

 F
:中

SA
14
(立

昆
)

節
描

文
ナ
テ

や
や

不
良

明
赤

褐
色

(5
YR
5/
6)

橙
色

(5
YR
6/
6)

:ゝ少
 F
:中

貝
殻

連
続

刺
突

文

十
テ・

条
痕

ナ
テ
｀

良
に

ぶ
い

褐
色

(7
 5
YR
5/
4)

黄
褐

色

(1
0Y
R
5/
6)

3:
微

 C
:微

 F
:中

57
SA
32
(濶

晃
)

日
糸表

言
Б

刺
突

文

条
痕

条
痕

良
黒

褐
色

(1
0Y
R3
/2
)

黒
掲

色

(1
0Y

R3
/2
)

A:
/J
/・

 F
:少

SA
32
(詔

記
)

条
痕

ナ
テ
｀

沈
線

文
。
貼

付
突

帯

条
痕

良
に
ぶ

い
黄

橙
色

(1
0Y
R5
/3
)

明
褐

色

(7
 5
YR
5/
6)

:/
J/
N 
E:
η
tt
 F
:中

SA
32
 0
昆

)
月
同
音
ド

条
痕

文
糸

反
や

や
良

に
ぶ

い
橙

色

(7
 5
YR
6/
4)

灰
黄

褐
色

(1
0Y
R4
/2
)

ε
:微

 E
:微

 F
:多

口
糸素

吉
Б

斜
位

貝
殻

腹
縁

刺
突

棒
状

工
具

に
よ

る
大

い
沈

線
文

貝
殻

条
痕

良
に

ぶ
い

橙
色

(7
 5
YR
6/
4)

橙
色

(5
YR
6/
6)

キ
中

B包
含

層
月
同
吉
る

貝
殻

腹
縁

連
続

刺
突

文

条
痕

条
痕

良
に
ぶ

い
黄

橙
色

～
明
掲

色

(1
0Y
R7
/4
⌒

ヤ
7 
5Y
R5
/6
)

橙
色

(7
 5
Y
R6
/8
)

(:
4牧

 C
:微

 F
:中

B包
含

層
口

縁
言
Б

貝
殻

腹
縁

連
続

刺
突

文

峯
痛

条
痕

や
や

良
明

赤
褐

色

(5
YR
5/
6)

橙
色

(5
YR
6/
6)

県
付

着

8包
含

層
日

縁
吉
Б

貝
殻

腹
縁

連
続

刺
突

文

沈
線

文
・

条
痕

条
痕

ナテ
｀

良
橙

色

(2
 5
YR
6/
6)

に
ぶ

い
貢

橙
色

(1
0Y
R7
/4
)

(:
微

 B
:微

 D
:微

 F
:少

― ― 伽 〇 ― ―
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重
物

番
号

遺
構

名
器

言
Б

文
様

お
よ

び
調

整
焼

成
色

調
土

備
考

外
 

面
内
 

面
外
 

面
内
 

面

B包
含

層
月
同
部

貝
殻

腹
縁

連
続

刺
突

文

条
痕

・
ナ
テ
ヾ

条
痕

ナ
テ
｀

良
橙

色

(7
 5
YR
6/
6)

に
ぶ

い
赤

褐
色

(5
YR
5/
4)

日
縁

部
横

位
貝

殻
条

痕

斜
位

貝
殻

腹
縁

刺
突

僕
位

貝
殻

条
痕

良
褐

色

(7
 5
YR
4/
3)

橙
色

(7
 5
YR
6/
6)

:少
 D
:少

 F
:中

口
縁

部
斜

位
貝

殻
腹

縁
刺

突
横

位
貝

殻
条

痕
  
  
  

イ
定

方
向

の
ケ
ガ

リ

下
定

方
向

の
ケ
ス
ヾ
リ

良
に
ぶ

い
赤

褐
色

(5
YR
4/
3)

に
ぶ

い
赤

褐
色

(5
YR
4/
3)

):
微

F:
少

B包
含

層
月
同
部

斜
位

貝
殻

腹
縁

刺
突

条
痕

良
明

赤
褐

色
～

に
ぶ

い
黄

橙
色

(5
YR
5/
6-
10
YR
6/
4)

橙
色

(5
YR
6/
6)

}中
 F
:中

県
付

着

SA
23
(詔

記
)

口
縁

部
貝
殻

連
続

刺
突

文

条
痕

・
ナ
デ

条
痕

ト テ
｀

良
明

赤
褐

色

(5
YR
5/
8)

明
赤

褐
色

(5
YR
5/
8)

A:
微

 F
:少

B包
含

層
口

縁
部

尤
線

文

条
痛

や
や

良
明

黄
褐

色

(1
0Y
R7
/6
)

橙
色

(7
 5
YR
7/
6)

3:
微

F:
少

SA
02

日
縁

言
Б

|テ
｀

ナテ
｀

や
や

不
良

灰
黄

褐
色

(1
0Y
R6
/2
)

橙
色

(7
_5
YR
6/
8)

集
付

着

71
SA
02

口
縁

部
「
テ
｀

ナテ
゛

条
痕

良
に

ぶ
い

黄
橙

色

(1
0Y
R7
/4
^ヤ

6/
4)

浅
黄

橙
色

(2
 5
YR
7/
3)

SA
02

ト テ
ヾ

'ス

｀
リ

ナ
テ

良
桂

色

(7
 5
YR
7/
6)

橙
色

(7
 5
Y
R7
/6
)

集
付

着

SA
02

口
縁

言
Ь

必
｀
リ

ミカ
｀
キ

ミ ガ
キ

良
橙

色

(5
YR
7/
6)

橙
色

(5
YR
7/
6)

:ゝ子
狭
 D
:微

 F
:中

SA
02

口
縁

部
ト デ

良
灰

黄
褐

色

(1
0Y
R4
/2
)

灰
黄

褐
色

(1
0Y

R4
/2
)

A:
微

 C
:微

 D
:中

 F
:多

 H
:少

月
同
部

ナ
テ・

良
赤

褐
色

(5
YR
4/
6)

橙
色

(5
YR

6/
6)

3:
微

F'
中

H:
少

SA
02

底
部

「
デ

や
や

不
良

橙
色

(5
YR
6/
6)

橙
色

(7
 5
YR
7/
6)

生
:微

D:
少

F:
少

SA
03

口
縁

部
～

ミガ
キ

ナテ
｀

良
明

赤
褐

色
～

黒
褐

色

(5
YR
5/
6-
7 
5Y
R3
/2
〉

に
ぶ

い
橙

色

(7
 5
YR
6/
4)

B:
中

C:
中

D:
多

F:
多

媒
付

着

SA
03

日
縁

部
良

黒
褐

色

(7
 5
YR
3/
2)

灰
褐

色

(7
_5
YR
4/
2)

喋
付

着

SA
03

口
縁

部
良

黒
褐

色

(7
 5
YR
3/
2)

黒
褐

色

(7
 5
YR
3/
2)

:微
D:
少

F:
少

G:
微

SA
03

口
縁

部
～

ミカ
｀
キ

ナテ
｀

ミカ
'キ

良
に

ぶ
い
橙

色
～

黒
色

(5
YR
6/
4ハ

ψ
10
YR
2/
1)

暗
褐

色

(1
0Y

R3
/3
)

黒
色

磨
研

系

煤
付

着

SA
03

日
縁

吉
Б

凹
線

文

ナ テ
｀

良
に

ぶ
い

黄
橙

色

(1
0Y
R5
/3
)

浅
黄

橙
色

(1
0Y
R8
/4
)

,:
少
卜
 E
:℃

牧
 F
:中

SA
03

口
縁

吉
Б

た テ
ヤ

ミカ
｀
キ

ト テ
良

灰
褐

色

(7
 5
YR
4/
2)

に
ぶ

い
褐

色

(7
 5
YR
5/
4)

:ヽ微
 F
:中

煤
付

着

SA
04

口
縁

部
ト デ

艮
黒

褐
色

(7
 5
YR
3/
1)

暗
赤

褐
色

(5
YR

3/
6)

〔:
少

D:
微

F:
多

膜
付

着

SA
04

底
言
ト

ミ カ
'吉

良
明
褐

色

(7
 5
YR
5/
6)

暗
灰

黄
色

(2
 5
YR
4/
2)

巣
付

着



― ― い 〕 ― ―

悴 Ｆ

サこ

物 口 ▼

遺 番
遺

構
名

器
音

[

文
様

お
よ

び
調

整
焼

成
色

調
土

備
  

考
外

 
面

内
 

面
外
 

面
内
 

面

底
部

不
明

ナ
テ

や
や

不
良

橙
色

(5
YR
7/
6-
7/
8)

浅
黄

色

(2
 5
YR
7
/3
-7
/4
)

):
中

F:
多

脚
部

力
｀
キ

ナ
良

に
ぶ

い
黄

色
～

黄
灰

色

(2
 5
Y6
/4
-4
/1
)

に
ぶ

い
黄

色
～

黄
灰

色

(2
 5
Y6
/4
-4
/1
)

SA
05

回
縁

都
不

明
ミカ
｀
キ

良
黒

色

(1
0Y
R1
 7
/1
)

黒
色

(1
0Y
R
1 
7/
1)

A:
微

E:
微

F:
E,

G:
少

日
縁

部
不

明
良

褐
色

～
黒

褐
色

(7
 5
YR
4/
3-
3/
1)

褐
色

～
黒

褐
色

(7
 5
YR
4/
3-
3/
1)

:ヽ少
C:
少

D:
中
 F
:多

ミが
キ

ナ
テ・

ミが
キ

良
褐

色

(1
0Y
R4
/4
)

褐
色

(1
0Y
R4
/4
)

:ヽ微
 B
:微

 F
:中

 G
:少

煤
付

着

SA
05

底
=Б

ナテ
・

ナ
テ

良
に

ぶ
い

黄
橙

色

(1
0Y
R7
/3
)

に
ぶ

い
黄

橙
色

(1
0Y
R7
/3
)

:,
:微

E:
微

F:
中

91
口

縁
部

～
ス
ヾ
リ

ナテ
｀

ケ
テ

良
橙

色

(5
YR
6/
8)

橙
色

(5
YR
6/
3)

3:
微

E:
少

F:
中

瘍
J寸

着

日
縁

吉
Б

力
｀
キ

ナ
テ

良
黒

褐
色

(5
YR
3/
1)

明
赤

褐
色

(5
YR
5/
8)

黒
色

磨
研

系

SA
06

口
准及

音
Б

ナテ
ヾ

ケ
ス
｀
リ

ナ
テ・

良
灰

褐
色

(7
 5
YR
4/
2)

灰
褐

色

(7
 5
YR
4/
2)

A:
微

D:
微

E!
微

F:
微

媒
付

着

口
縁

吉
Б

～
底

部

ミガ
キ

ミが
キ

良
黒

褐
色

(7
 5
YR
3/
1)

黒
褐

色

(7
 5
YR
3/
1)

F:
少

口
縁

部
～

ナテ
・

不
明

良
明
褐

色
～

黒
褐

色

(7
 5
YR
5/
6‐

3/
1)

明
褐

色
～

黒
褐

色

(7
 5
YR
5/
6-
3/
1)

月
同
吉
Б

力・
キ

不
明

良
明
褐

色
～

黒
褐

色

(7
 5
YR
5/
6-
3/
1)

明
褐

色
～

黒
褐

色

(7
 5
YR
5/
6-
3/
1)

SA
06

底
部

「
テ

ナ
テ

艮
に

ぶ
い

黄
橙

色

(1
0Y
R7
/4
)

に
ボ

い
黄

橙
色

(1
0Y
R7
/4
)

:中
D:
微

F:
中

口
縁

部
～

ミガ
ヤ

ナ
テ

良
橙

色

(5
YR
6/
6)

橙
色

(5
YR
7/
6)

県
付

着

SA
07

日
糸象

言
悟

ナ
テ

ナ
テ

良
橙

色

(5
YR
7/
6)

橙
色

(5
YR
7/
6)

':
微

F:
微

某
付

着

口
縁

吉
馬

が
キ

が
キ

良
黒

掲
色

(7
 5
YR
3/
1)

暗
褐

色

(7
 5
Y
R3
/3
)

A:
微

F:
微

棠
付

着

口
縁

部
ミカ
｀
キ

艮
灰

褐
色

(5
YR
4/
2)

に
ぶ

い
赤

褐
色

(5
YR
5/
4)

争
:微

G:
微

某
付

着

口
縁

吉
Б

カ
キ

ミカ̀
キ

良
暗

赤
褐

色

(5
YR
3/
2)

に
ぶ

い
赤

褐
色

(5
YR
5/
4)

〕
:微

F:
少

G:
少

10
3

口
縁

吉
Б

ナテ
｀

ナ
テ

良
に

ぶ
い

橙
色

(7
 5
YR
5/
4)

橙
色

(5
YR
6/
6)

:少
E:
中

F:
中

口
縁

言
馬

ミが
キ

畏
に

ぶ
い

赤
褐

色

(5
YR
4/
3)

に
ぶ

い
赤

褐
色

(5
YR

4/
4)

,:
微

F:
微

煤
付

着

口
縁

部
カ

キ
ミカ
｀
キ

ナ
テ
｀

良
に

ぶ
い

赤
褐

色

(5
YR
4/
3)

暗
赤

掲
色

(5
YR

3/
2)

F:
微

G:
少

口
糸
表
著
Ь

ナテ
‐

ナ
テ

良
橙

色

(7
 5
YR
7/
6)

に
ぶ

い
橙

色

(7
 5
YR
6/
4)

F:
微

A:
微

E:
微



遺
物

番
号

遺
構

名
器

部
文

様
お

よ
び

調
整

焼
成

色
調

土
備

考
外
 

面
内
 

面
外

 
面

内
 

面

SA
07

底
部

ミカ
｀
キ

や
や

良
に

ぶ
い
褐

色

(7
 5
YR
5/
4)

に
ボ

い
褐

色

(7
 5
YR
5/
3)

):
微

F:
微

SA
08

日
縁

吉
Б
～

ミが
キ

ミカ
｀
キ

良
黒

褐
色

(1
0Y
R3
/2
-7
 5
YR
3/
2)

黒
褐

色

(1
0Y
R3
/2
-7

 5
YR
3/
2)

SA
08

日
縁

部
～

力・
キ

日
縁

部
付

近
:ミ

カ
｀
キ

不
明

艮
黒

褐
色

(7
 5
YR
3/
2)

褐
色

(7
 5
YR
4/
4)

黒
色

磨
研

系

SA
08

口
縁

言
Б
～

ス
ヾ
リ

「
ス
｀

)

良
に

ぶ
い

黄
橙

色

(1
0Y
R6
/4
)

に
ぶ

い
黄

橙
色

(1
0Y
R
7/
4)

煤
付

着

SA
08

口
縁

部
～

「
ス
コ

「
テ
｀

良
黒

掲
色

(1
0Y
R3
/2
)

に
ぶ

い
黄

橙
色

(1
0Y
R
7/
4)

口
縁

上
部

に
穿

孔

SA
08

月
同
吉
悟

ミカ
Vキ

「
テ
｀

良
に

ぶ
い

黄
橙

色
～

黒
褐

色

(1
0Y
R6
/4
-7
 5
YR
3/
1)

に
ぶ

い
黄

橙
色

～
黒

褐
色

(1
0Y
R6
/4
′

Vヽ
7 
5Y
R3
/1
)

月
同
部

ナ
テ
｀

ス
リ

良
に
ぶ

い
橙

色

(7
 5
YR
7/
4)

褐
灰

色

(7
 5
Y
R5
/1
)

):
微
 E
:多

 F
:中

SA
08

底
部

良
淡

黄
色

(2
 5
Y8
/3
)

黄
灰

色

(2
 5
Y
6/
1)

底
部

ケ
ス
｀
リ

「
ス
リ

「
テ
｀

良
橙

色

(7
 5
YR
7/
6)

黒
褐

色

(1
0Y
R
3/
1)

日
縁

部
～

ミカ
｀
キ

ミカ
｀
キ

不
明

良
明
褐

色
～

黒
褐

色

(7
 5
YR
5/
6‐

ヤ
3/
1)

明
褐

色
～

黒
褐

色

(7
 5
YR
5/
6-
3/
1)

黒
色

磨
研

系

11
7

月
同
剖

I

ミ カ
｀
キ

ナ デ

不
明

良
明

赤
褐

色

(5
YR
5/
6)

褐
色

(7
 5
YR
4/
3)

SA
09

月
同
部

ミカ・
キ

「
テ
｀

良
明

赤
褐

色

(5
YR
3/
2)

橙
色

(5
YR
6/
8)

r:
少

B:
微

F:
多

SA
09

・
テ
｀

艮
灰

褐
色

(5
YR
5/
2)

橙
色

(5
YR
6/
6)

底
音
F

ミが
キ

底
 :
ナ
テ

|テ

良
灰

黄
色

(2
 5
Y6
/2
)

淡
黄

色

(2
 5
Y
3/
3)

SA
10

口
縁

言
躊

ミガ
キ

ミが
キ

良
灰

褐
色

～
黒

褐
色

(5
YR
4/
2-
3/
1)

灰
褐

色
～

黒
褐

色

(5
YR
4/
2-
3/
1)

黒
色

磨
研

系

12
2

SA
10

口
縁

部
ミガ

キ

ナ
テ
｀

力
｀
キ

良
橙

色

(5
YR
6/
6)

橙
色

(5
YR
6/
6)

12
3

SA
10

日
縁

吉
Б

ナ
テ・

長
に
ぶ

い
責

橙
色

(1
0Y
R7
/4
)

に
ぶ

い
黄

橙
色

(1
0Y
R7
/4
)

:ゝ微
D:
少

E:
少

F:
多

SA
10

口
縁

音
Б

ミ が
キ

ミカ
｀
キ

良
黒

色

(1
0Y
R2
/1
)

黒
色

(1
0Y
R2
/1
)

,:
微

D:
少

G:
少

黒
色

磨
研

系

SA
10

口
縁

部
～

「
テ
｀

良
に

ぶ
い

赤
褐

色

(5
YR
5/
4)

に
ボ

い
赤

褐
色

(5
YR
5/
4)

SA
10

口
縁

吉
Б～

ミガ
キ

サ
｀

良
黒

褐
色

(1
0Y
R2
/2
)

明
赤

褐
色

(5
YR
5
/6
)

黒
色

磨
研

系

煤
付

着

SA
10

日
縁

言
卜
～

ミ が
キ

ナテ
｀

良
明

褐
色

～
褐

色

(7
 5
YR
5/
6-
4/
3)

明
褐

色
～

褐
色

(7
 5
YR
5/

6-
4/
3)

SA
10

口
縁

部
～

ミカ
｀
キ

ナテ
・

ミカ
｀
キ

ナ
テ
｀

良
明

赤
褐

色

(5
YR
3/
2)

灰
褐

色

(5
YR
4/
2)

煤
付

着



石
真
 D
:白

Ei
赤

F
: 
パ

ミ
ス

に
中

:中
少

量
 

微
:微

物 号

】 逗 番
遺

構
名

器
営
Б

文
様

お
よ

び
調

整
焼

成
色

調
土

備
  

考

外
 

面
内
 

面
外

 
面

内
 

面

頸
言
隅

ミが
キ

ナ
テ・

ミカ
｀
キ

不
明

良
褐

色
～

灰
褐

色

(7
 5
YR
4/
3-
4/
2)

褐
色

～
灰

褐
色

(7
 5
YR
4/
37
-4
/2
)

煤
付

着

13
0

頸
部

ナテ
・

長
灰

褐
色

(7
 5
YR
4/
2)

灰
褐

色

(7
 5
Y
R4
/2
)

(:
多
 C
:微

 D
:中

 F
:中

黒
色

磨
研

系

煤
付

着

SA
10

底
言
Б

ナテ
・

良
に

ぶ
い

黄
橙

色

(1
0Y
R7
/4
)

に
ぶ

い
黄

橙
色

(1
0Y
R
7/
4)

13
2

底
部

ク
ス
 
リ

す
テ
｀

ナテ
・

良
橙

色

(7
 5
YR
6/
6)

に
ぶ

い
責

橙
色

(1
0Y
R7
/4
)

煤
付

着

13
3

SA
ll

月
同
菩
b

ミカ
 
キ

ミカ
｀
キ

艮
に

が
い

赤
褐

色

(5
YR
5/
3)

に
ぶ

い
赤

褐
色

(5
YR
5/
4)

:ゝ微
Fi
微

SA
12

日
縁

言
Б

ナテ
ヾ

良
黒

褐
色

(7
 5
YR
3/
2)

に
ぶ

い
黄

褐
色

(1
0Y
R
5/
3)

:ヽ微
 F
:少

SA
12

日
縁

部
～

力
｀
キ

力
｀
キ

良
灰

黄
褐

色

(1
0Y
R4
/2
)

に
ぶ

い
赤

褐
色

(5
YR
5/
4)

:ゝ微
D:
少

F:
少

日
縁

部
～

ミカ
 
キ

ミカ
｀
キ

ト テ・
良

に
ボ

い
黄

褐
色

～
黒

掲
色

(1
0Y
R5
/4
-3
/1
)

灰
黄

褐
色

～
黒

褐
色

(1
0Y
R5
/2
-3
/1
)

3!
少

F:
少

G:
微

H 
i 
lT
a

某
付

着

月
同
喜
偲

不
明

良
橙

色
～

黒
褐

色

(7
 5
YR
6/
6´

フヽ
10
YR
3/
2)

橙
色

～
黒

褐
色

(7
 5
YR
6/
6^
ヤ

10
YR
3/
2)

:少
 F
:中

菜
付

着

SA
12

日
率赤

音
る

良
に

ぶ
い

赤
褐

色

(5
YR
4/
4)

暗
赤

褐
色

(5
YR

3/
4)

:ゝ微
F:
中

H:
微

SA
12

頸
音
Б

ナ
テ

良
灰

褐
色

(7
 5
YR
4/
2)

に
ぶ

い
褐

色

(7
 5
YR
5/
4)

:ゝ微
F:
少

業
付

着

頸
音
Б

カ
キ

ミ カ
｀
キ

良
に

が
い

褐
色

(7
 5
YR
5/
4)

に
ぶ

い
橙

色

(7
 5
YR
6/
4)

ε
:微

F:
少

SA
12

月
同
音
Б

サ
良

灰
褐

色

(5
YR
4/
2)

暗
赤

褐
色

(5
YR
3/
2)

A:
微

B:
微

F:
少

G:
微

菜
付

着

SA
14

ロ
ネ象

言
Б

力
｀
キ

ミが
キ

ナ
テ・

良
黒

褐
色

(1
0Y
R3
/2
)

灰
黄

褐
色

(1
0Y
R4
/2
)

B:
少

C:
微

F:
少

SA
14

日
縁

言
る

ミカ
｀
キ

良
黒

色

(7
 5
YR
2/
1)

黒
褐

色

(7
 5
YR
3/
1)

F:
微

G:
微

14
4

SA
14

口
縁

部
ミカ
｀
キ

良
黒

褐
色

(5
YR
2/
1)

黒
褐

色

(5
YR
3/
1)

F:
微

G:
微

口
縁

部
～

が
キ

が
キ

良
黒

色

(7
 5
YR
2/
1)

黒
褐

色

(7
 5
YR
3/
1)

F:
中

 G
:微

SA
15

口
縁

言
Б

良
灰

褐
色

(5
YR
4/
2)

褐
色

(7
 5
YR
4/
4)

B:
少

C:
微

F:
少

某
付

着

ミが
キ

良
黒

褐
色

(7
 5
YR
3/
1)

黒
褐

色

(7
 5
YR
3/
2)

A:
少

F:
少

G:
微

某
付

着

SA
15

ミ カ
`キ

カ
キ

良
明

褐
色

(7
 5
YR
5/
6)

橙
色

(7
 5
YR
7/
6)

B:
微

F:
微

G:
少

SA
15

月
同
言
Б

ミカ
｀
キ

良
赤

褐
色

(5
YR
4/
6)

明
赤

褐
色

(5
YR
5/
6)

A:
微

 F
:微

ス
リ

艮
褐

色

(7
 5
YR
4/
3)

明
褐

色

(7
 5
Y
R5
/6
)

D:
多

F:
多

煤
付

着

― ― の ト ー ー

¶ １

ｔ ｒ Ｆ



A:
長

石
 B
:角

FA
4石

 C
:パ

ミ
ス

う
  
 (
特

雰
:特

に
:中

遺
物

番
号

遺
袴

名
器

吉
ト

文
様

お
よ

び
調

整
焼

成
色

調
土

備
考

外
 

面
内
 

面
外
 

面
内
 

面

SA
15

底
部

「
テ
｀

や
や

不
良

浅
黄

褐
色

(7
 5
YR
8/
6)

浅
黄

褐
色

(7
 5
YR
3/
6)

A:
布
牧
 C
:η

tt
 F
:D
ト

SA
17

口
縁

部
ト テ・

良
黒

褐
色

(5
YR
3/
1)

橙
色

(5
YR
6/
6)

D:
4牧

 F
:4
映

SA
17

月
同
部

ケ
ス
｀
リ

ナ
テ
｀

「
テ
ヾ

良
種

色

(7
 5
YR
7/
6)

に
ぶ

い
黄

褐
色

(1
0V
R5
/3
)

B:
微

 D
:微

 F
:微

SA
17

月
同
部

ナ
テ
｀

ケ
ス

'リ

ナテ
ヾ

良
橙

色

(7
 5
YR
7/
6)

橙
色

(7
 5
YR
7/
6)

A:
4映

 F
:4
阪

SA
17

月
同
部

ナ
テ
｀

ケ
ス・

リ

ナテ
ヾ

良
橙

色

(5
YR
6/
6)

橙
色

(5
YR

6/
6)

A:
η
tt
 C
:わ

扶
 F
:少

メ

SA
17

月
同
部

ナ
テ
ヾ

ケ
ス
｀
リ

ト テ
ヾ

や
や

不
良

橙
色

(5
YR
6/
6)

橙
色

(5
YR
6/
6)

A:
と
少
 C
:と

少
 F
:少

｀

15
7

SA
17

口
縁

部
ト テ
ヾ

良
灰

褐
色

(7
 5
YR
4/
2)

明
赤

褐
色

(5
YR

5/
6)

F:
微

媒
付

着

SA
17

胴
部

す
テ
｀

ケ
ス
｀
リ

ナテ
｀

や
や

不
良

明
赤

褐
色

(5
YR
5/
8)

黒
褐

色

(5
YR
3/
1)

∝
:少

D:
微

F:
中

SA
17

底
吉
Б

不
明

不
明

良
橙

色

(5
YR
7/
6)

褐
灰

色

(5
YR
5/
1)

〕
:微

D:
微

F:
少

SA
17

底
喜
Б

ナテ
｀

ト テ
｀

や
や

不
良

橙
色

(7
 5
YR
6/
6)

橙
色

(7
 5
YR
6/
6)

:ヽ微
F:
微

SA
19

口
縁

吉
Б
～

ナ
テ
｀

良
橙

色

(7
 5
YR
7/
6)

浅
黄

橙
色

(1
0Y
R
8/
3)

SA
19

口
縁

吉
F

ナ
テ

良
に
ぶ

い
黄

褐
色

(1
0Y
R5
/3
)

に
ぶ

い
黄

褐
色

(1
0Y

R5
/3
)

】
:微

Ci
tt
 D
:少

SA
19

口
縁

喜ヽ
|テ
｀

ナ
テ
｀

艮
暗

褐
色

(1
0Y
R3
/3
)

に
ぶ

い
黄

橙
色

(1
0Y

R7
/4
)

:ヽ微
D:
微

F:
少

県
付

着

SA
19

口
縁

吉
L

|テ
｀

ナ
テ

良
黒

褐
色

(1
0Y
R3
/2
)

黒
褐

色

(1
0Y
R3
/2
)

SA
19

口
縁

言
躊
～

|テ
・

ケ
ス
｀

)

ナ
テ
｀

や
や

不
良

浅
黄

橙
色

(7
 5
YR
3/
6)

浅
黄

橙
色

(7
 5
YR
3/
6)

:ゝ微
B:
微

E:
少

F:
多

喋
付

着

SA
19

月
日
剖

`

|テ
'

ケ
ス
ド

)

ナ
テ・

や
や

良
に
ぶ

い
橙

色

(7
 5
YR
6/
4)

に
ぶ

い
橙

色

(7
 5
YR
6/
4)

3:
微

 D
:微

 E
:多

 F
:多

煤
付

着

SA
19

底
吉
【

ミカ
｀
キ

不
明

や
や

不
良

明
赤

褐
色

(5
YR
5/
8)

黄
橙

色

(1
0Y
R8
/6
)

:ゝ少
B:
微

F:
多

G:
微

媒
付

着

SA
19

日
縁

吉
卜
～

ス
｀
リ

ナ ケ
ス
｀
リ

良
橙

色
～

黒
褐

色

(7
 5
YR
6/
6-
10
YR
3/
1)

橙
色

～
黒

褐
色

(7
 5
YR
6/
6-
10
YR
3/
1)

煤
付

着

SA
19

日
縁

部
～

ミカ
ヾ
キ

ナ
テ
｀

ミが
キ

や
や

良
褐

色

(7
 5
YR
4/
4)

褐
色

(7
 5
YR
4/
4)

煤
付

着

SA
19

日
縁

部
ミカ
｀
キ

ミガ
キ

良
明

赤
褐

色

(5
YR
5/
6)

灰
褐

色

SA
19

日
縁

部
ミカ
｀
キ

良
暗

赤
掲

色

(5
YR
3/
2)

に
ボ

い
赤

褐
色

(5
YR
5/
3)

)少
D:
中

F:
少

SA
19

口
縁

言
卜

ミガ
キ

ミカ
｀
キ

良
黒

褐
色

(7
 5
YR
3/
1)

黒
褐

色

(7
 5
Y
R3
/1
)

:ヽ微
 D
:微

 F
:少

 G
:中



石
 C

中
:中

微
:微

量

物 号

連 哩 番
遺

構
名

器
部

文
様

お
よ

び
調

整
焼

成
色

調
土

備
  

考
外

 
面

内
 

面
外
 

面
内
 

面

17
3

SA
19

口
縁

吉
Б

良
黒

褐
色

(1
0Y
R3
/2
)

橙
色

(7
 5
YR
6/
6)

Bi
微

C:
微

D:
少

F:
少

SA
19

が
キ

良
黒

褐
色

(1
0Y
R2
/2
)

に
ぶ

い
掲

色

(7
 5
Y
R5
/4
)

SA
19

ミカ̀
キ

が
キ

良
黒

褐
色

(5
YR
3/
1)

明
赤

褐
色

(5
YR

5/
6)

3:
IB
k

D〔
少

F:
少

G:
微

来
付

着

SA
19

底
音
る

氏
:ナ

テ
示

明
良

に
ぶ

い
黄

橙
色

(1
0Y
R7
/4
)

に
ぶ

い
黄

橙
色

(1
0Y

R7
/4
)

某
付

着

17
7

SA
19

月 即
音
Б

不
明

不
明

や
や

不
良

明
赤

褐
色

(5
YR
5/
6)

明
赤

褐
色

(5
YR
5/
6)

SA
19

口
縁

部
～

ミ カ
｀ キ

ナ
テ・

艮
に

ボ
い
褐

色
～

黒
褐

色

(7
 5
YR
5/
4-
‐

3/
1)

橙
色

～
灰

黄
褐

色

(7
 5
YR
6/
6 
-4
/2
)

某
付

着

口
縁

部
～

す
テ

良
黒

褐
色

～
明

黄
橙

色

(2
 5
YR
3/
2^
ヤ

10
YR
7/
6)

橙
色

～
に

ぶ
い
褐

色

(7
 5
YR
6/
6^
ヤ

6/
3)

SA
19

日
縁

音
焉

ケ
ス
',

ナ
テ
｀

ス
リ

良
暗

褐
色

(7
 5
YR
3/
4)

に
ぶ

い
黄

褐
色

(1
0Y

R5
/4
)

18
1

口
縁

吉
る
～

ミカ
｀
キ

が
キ

や
や

良
橙

色

(5
YR
6/
8)

灰
褐

色

(5
YR
4/
2)

県
付

着

が
キ

力
｀
キ

ス
｀
リ

良
明

褐
色

～
黒

褐
色

(7
 5
YR
5/
6-
3/
1)

明
褐

色
～

黒
褐

色

(7
 5
YR
5/
6-
3/
1)

〕:
少

D:
多

F:
多

G:
中

黒
色

磨
研

系

SA
19

が
キ

|テ

良
橙

色

(7
 5
YR
6/
6)

に
ぶ

い
褐

色

(7
 5
YR
5/
3)

SA
20

口
4象

言
Б

力
｀
キ

良
赤

褐
色

～
暗

赤
褐

色

(5
YR
4/
6-
‐

3/
2)

明
赤

褐
色

～
灰

黄
褐

色

(5
YR
5/
6´

シヽ
10
YR
4/
2)

媒
付

着

SA
20

口
縁

部
～

ス
 
リ

「
テ

良
灰

黄
掲

色

(1
0Y
R4
/2
)

灰
黄

褐
色

(1
0Y

R4
/2
)

SA
20

口
4表

菩
[

が
キ

ミが
キ

良
オ
リー

フ・
黒

色

(5
Y3
/1
)

に
ぶ

い
褐

色
～

灰
褐

色

(7
 5
YR
5/
4^
ラ

4/
2)

(:
/」

/
B:
微

F:
中

SA
20

力
｀
キ

|テ

不
良

明
赤

褐
色

(5
YR
5/
8)

浅
黄

色

(5
YR
7/
4)

〕:
微

C:
中
 D
:多

F:
多

媒
付

着

SA
20

ミカ
｀
キ

良
に

ぶ
い

黄
橙

色
～

褐
灰

色

(1
0Y
R7
/4
-4
/1
)

に
ぶ

い
黄

橙
色

～
褐

灰
色

(1
0Y
R7
/4
～

4/
1)

〔!
中

 B
:η

tt
 D
:4
牧

 F
:中

口
縁

吉
昼
～

ス
リ

良
に
ぶ

い
黄

褐
色

(1
0Y
R6
/3
)

に
ぶ

い
黄

褐
色

(1
0Y
R7
/4
)

):
微
 E
:中

 F
:J
/・

SA
22

口
鬱

k吉
萬

「
テ
ヾ

良
橙

色

(5
YR
6/
6)

橙
色

(5
YR
7/
6)

:ヽ微
 C
:微

 E
:少

 F
:中

媒
付

着

19
1

SA
22

口
縁

部
～

ナテ
｀

や
や

不
良

橙
色

(7
 5
YR
7/
6)

橙
色

(7
 5
YR
6/
6)

|:
微

D:
少

F:
少

煤
付

着

SA
22

カ
キ

|テ
｀

良
に

ぶ
い

黄
橙

色

(1
0Y
R7
/4
)

に
ぶ

い
黄

橙
色

(1
0Y

R7
/3
)

:ヽ微
B:
微

D:
微

F:
微

煤
付

着

SA
23

口
縁

吉
h

ナテ
｀

良
橙

色

(7
 5
YR
6/
6)

橙
色

(7
 5
YR
6/
6)

:ゝ微
F:
微

喋
付

着

SA
23

口
縁

害
Б

ナテ
｀

良
橙

色

(5
YR
6/
6)

橙
色

(5
YR

6/
6)

:ヽ微
B:
微

F:
中

来
付

着

― ― 伽 〇 ― ―

判 １
』 Ｆ Ｆ
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″

く
ミ
ス
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遺
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番
号

遺
構

名
器

部
文

様
お

よ
び

調
整

焼
成

色
調

土
備

考
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面

内
 

面
外
 

面
内

 
面

19
5

SA
23

胴
部

|テ
ヾ

良
橙

色

(5
YR
6/
6)

橙
色

(7
 5
YR
7/
6)

A:
少

 F
:中

県
付

着

SA
23

口
み象

言
Б

が
キ

ミが
キ

ケテ
｀

良
に
ぶ

い
赤

褐
色

(5
YR
5/
4)

灰
褐

色

(5
YR
4/
2)

A:
/J
/・

 B
:中

 F
:中

煤
付

着

SA
23

・
リ

ミカ
｀
キ

良
明

赤
褐

色

(2
 5
YR
5/
6)

橙
色

(2
 5
YR
6/
6)

B:
少

 C
:微

 F
:中

媒
付

着

SC
01

口
縁

部
～

ケス
｀
リ

ケテ
・

「
ス
｀
リ

トテヾ
艮

橙
色

(5
YR
6/
6)

橙
色

(5
YR

6/
6)

D:
微

 E
:微

 F
:中

煤
付

着

SC
01

口
縁

部
～

ナテ
｀

「
テ
｀

良
に
ぶ

い
褐

色

(7
 5
YR
5/
4)

に
ぶ

い
橙

色

(7
 5
YR
6/
4)

A:
微

 B
:微

 D
:微

 E
:微

媒
付

着

底
部

哀
:ミ

が
キ

ミが
キ

良
橙

色

(5
YR
6/
6)

黒
掲

色

(7
 5
YR
2/
2)

A:
少

 B
:微

 D
:中

 G
:少

回
縁

吉
馬

～
底

部

「
テ
｀

テ ス
｀
リ

ナテ
｀

良
橙

色

(7
 5
YR
7/
6)

桂
色

(7
 5
YR
7/
6)

3:
微
 D
:微

 F
:中

煤
付

着

20
2

頸
部

「
テ・

「
テ

や
や

不
艮

に
ぶ

い
黄

褐
色

(1
0Y
R4
/3
)

に
ボ

い
黄

掲
色

(1
0Y
R4
/3
)

;:
微

F:
多

媒
付

着

口
縁

部
ナテ

｀
ト テ・

良
に
ぶ

い
褐

色

(7
 5
YR
6/
3)

に
ぶ

い
褐

色

(7
 5
YR
6/
3)

3:
少

F:
多

口
縁

音
Б

「
テ

ナ
テ

良
に
ぶ

い
黄

橙
色

(1
0Y
R4
/3
)

橙
色

(7
 5
YR
7/
6)

:ゝ微
D:
少

煤
付

着

口
縁

吉
Б

ト デ
ナ
テ
｀

艮
灰

褐
色

(7
 5
YR
4/
2)

灰
褐

色

(7
 5
YR
4/
2)

:中
 D
:少

F:
中

媒
付

着

20
6

口
縁

部
ナテ

｀
ケス

'リ

|テ
ヾ

良
に

ぶ
い

褐
色

(7
 5
YR
5/
4)

に
ぶ

い
褐

色

(7
 5
Y
R5
/4
)

8:
微

F:
少

底
吉

F
ナテ

｀

良
に

ぶ
い

黄
橙

色

(1
0Y
R7
/4
)

に
ぶ

い
黄

橙
色

(1
0Y
R7
/4
)

:ゝ微
D:
少

F:
中

日
縁

部
ミカ・

キ
良

黒
褐

色

(1
0Y
R2
/3
)

に
ぶ

い
黄

褐
色

(1
0Y
R4
/3
)

:多
B:
少

口
縁

吉
Б

沈
線

ミ
が

キ

条
痕

艮
橙

色

(7
 5
YR
7/
6)

灰
黄

褐
色

(1
0Y

R4
/2
)

A:
少

 F
:少

C攪
乱

口
縁

喜
Б
～

ナテ
｀

F明
や

や
不

良
橙

色

(7
 5
YR
6/
6)

橙
色

(7
 5
YR
7/
6)

B包
含

層
口

縁
言
卜
～

ナテ
｀

‐ テ
｀

良
橙

色

(5
YR
6/
6)

浅
黄

色
～

橙
色

(2
 5
Y7
/3
-
2 
5Y
R6
/6
)

!少
 E
:微

 F
:中

煤
付

着

B包
含

層
日

縁
言
Б
～

「
テ

良
に
ぶ

い
rg
k色

～
灰

黄
褐

色

(7
 5
YR
6/
4-
10
VR
5/
2)

橙
色

(5
YR
6/
6)

,1
/J
/N
 E
:微

 F
,中

媒
付

着

C攪
舌
し

口
縁

部
ト テ・

良
橙

色

(5
YR
6/
6)

橙
色

(7
 5
YR
6/
8)

ε
:4
朕

 D
:4
改

 F
:中

B包
含

層
日

縁
部

沈
線

ナ
テ
｀

|テ
｀

良
橙

色

(7
 5
YR
6/
6)

橙
色

(7
 5
YR
6/
6)

B:
微

 C
:少

 F
:少

C包
含

層
口

縁
吉
Б

ナ
テ・

不
明

良
赤

褐
色

(2
 5
YR
4/
6)

赤
褐

色

(2
 5
Y
R4
/6
)

A:
中
 F
:多

媒
付

着

C攪
舌
L

口
縁

都
ケス
｀

)

ナテ
｀

不
明

艮
橙

色

(5
YR
7/
6)

橙
色

(5
YR
7/
6)

ε
:微

 E
:中

 F
:少
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D:
白

色
粒

E:
赤
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ミ
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子
イ

物 号

遺 番
遺

構
名

器
部

文
様

お
よ

び
調

整
焼

成
色

調
土

備
  

考

外
 

面
内

 
面

外
 

面
内

 
面

21
7

C攪
舌
L

口
縁

部
ス
リ

ナテ
｀

｀
リ

ナテ
ヾ

良
橙

色

(7
 5
YR
6/
6)

明
黄

褐
色

(1
0Y
R
6/
6)

P:
少

C攪
乱

口
縁

部
力
｀
キ

ミガ
キ

良
に
ぶ

い
黄

橙
色

(1
0Y
R6
/4
)

に
ぶ

い
黄

橙
色

(1
0Y
R
6/
4)

I:
微

某
付

着

C攪
舌
し

口
糸永

吉
Б

ケ
ス
｀
リ

ナテ
｀

良
褐

色

(1
0Y
R4
/6
)

明
掲

色

(7
 5
Y
R5
/6
)

県
付

着

B包
合

層
日

縁
吉
焉

線 ヾ

沈 ”
良

に
ぶ

い
橙

色

(7
 5
YR
6/
4)

に
ぶ

い
赤

褐
色

(5
YR
5/
4)

22
1

C包
含

層
回

路象
吉
Б

ケ
ス
ト
リ

ナテ
ヾ

良
橙

色

(7
 5
YR
6/
6)

橙
色

～
に

ぶ
い

黄
橙

色

(5
YR
6/
6´

～
10
YR
7/
4)

煤
付

着

C攪
舌
し

日
縁

言
Б

ナテ
‐

良
橙

色

(7
 5
YR
6/
6)

橙
色

(7
 5
YR
6/
6)

:少
 D
:微

 E
:中

 F
:少

媒
付

着

C攪
舌
L

口
縁

言
Б

ナテ
｀

良
橙

色

(7
 5
YR
6/
6)

橙
色

(7
 5
YR
6/
6)

,:
微
 D
:微

 E
:微

 F
:中

媒
付

着

22
4

C攪
舌
L

口
縁

吉
焉

ケス
｀

)

ナテ
ヾ

良
褐

色

(7
 5
YR
4/
3)

橙
色

(7
 5
YR
6/
6)

B包
含

層
口
縁

部
～

ク
ス
 
リ

す
テ
ヾ

艮
橙

色
～

灰
黄

褐
色

(7
 5
YR
6/
6-
10
YR
5/
2)

橙
色

～
灰

責
褐

色

(7
 5
YR
6/
6-
10
YR
5/
2)

:4
ウ
文

E!
微

F:
Dト

来
付

着

22
6

B包
含

層
口

縁
部

～
不

明
不

明
良

に
が

い
赤

褐
色

(5
YR
5/
4)

灰
黄

色
～

橙
色

(2
 5
Y7
/2
-5
YR
6/
6)

3:
微

 F
:少

棠
付

着

C攪
吾
し

日
縁

部
浅

い
沈

線
文

ミカ
｀
キ

良
橙

色

(5
YR
6/
8)

橙
色

(5
YR
6/
6)

A:
微

Ct
少

D:
少

F:
多

22
8

C攪
舌
L

月
同
音
Б

ク
ス
 
リ

ナ
テ
｀

良
橙

色

(7
 5
YR
6/
6)

橙
色

(7
 5
YR
6/
6)

B包
含

層
口

縁
言
Б
～

ス
｀
リ

ナテ
ヾ

良
に

ぶ
い

橙
色

～
灰

黄
褐

色

(5
YR
6/
47
-1
0Y
R4
/2
)

に
ぶ

い
橙

色
～

灰
黄

褐
色

(5
YR
6/
4-

10
YR
4/
2)

某
付

着

B包
含

層
口

縁
言
Б
～

ケ
ス
｀
リ

ナテ
‐

や
や

不
良

に
ぶ

い
橙

色

(7
 5
YR
6/
4)

に
ぶ

い
黄

褐
色

(1
0Y

R5
/3
)

〕
:微

E:
微

F:
少

Cを
患
舌

L
月
同
言
Б

ミカ・
キ

ナテ
'

良
明

赤
褐

色

(5
YR
5/
6)

黄
褐

色

(1
0Y
R5
/6
)

:3
牧

D:
微

F:
少

C包
含

層
ヨコ
ナ
テ

コ
コ
ナ
テ

艮
橙

色

(7
 5
YR
7/
6)

に
ぶ

い
黄

橙
色

(1
0Y
R
7/
3)

r 
tt
 F
:少

県
付

着

C攪
舌
し

「
ス
｀

'

ケ
ス
｀

'
す
テ
｀

良
橙

色

(7
 5
YR
6/
6)

橙
色

(7
 5
YR
6/
6)

:ヽ微
D:
微

F:
少

C攪
舌
し

,ス
｀
リ

ケ
ス
｀
リ

ナ
テ
｀

や
や

不
良

に
ぶ

い
黄

橙
色

～
に
ボ

い
橙

色

(1
0Y
R7
/4
´

ヤ`
5Y
R7
/4
)

に
ぶ

い
黄

色
～

橙
色

(2
 5
Y6
/3
-7
 5
YR
6/
6)

3:
微

F:
少

媒
付

着

C包
含

層
底

部
ナテ

ヾ
ナ
テ
ヾ

不
良

に
ぶ

い
黄

橙
色

(1
0Y
R7
/4
)

浅
黄

橙
色

～
に

ぶ
い

橙
色

(1
0Y
R8
/4
-2
 5
YR
6/
3)

,:
微

F!
少

煤
付

着

C包
含

層
サ氏

言
る

ナテ
・

ナ
テ

や
や

不
良

橙
色

(7
 5
YR
6/
6-
ヤ
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第 5節 古墳時代の遺構と遺物

調査区内において計 3基の地下式横穴墓を検出した。当初は墓群の検出を想定していたが、現

状は疎らな分布である。周辺での聞き取 りでも、調査区外南西側の民家付近で数基が発見された

程度のようであった。

(ST-01)

調査区の北西にある神社付近で検出した。玄室の天丼部は既に崩壊 してお り、竪坑も半分以上

が撹乱を受けていた。天丼部崩落時に掘 り返された可能性がある。人骨や副葬品等の遺物も残存

しなかった。竪坑からの玄室方向は北東にとる。竪坑は 2段の構造を呈し、砲弾形の平面プラン

を呈していたものと見られる。羨道部の長さは約0.53m、 幅は約0,95mを測る。閉塞の状況は不

明。玄室は左右非対象の両袖長方形を呈し、幅は約1.63m、 奥行き約0.74mを測る。

(ST-02)

ST-01か ら南東に約41mの地点で検出した。耕作中の陥没で発見されたもの。昭和59年に宮崎

県教育委員会により既に調査が終了している遺構であり、データの混同を避けるため計測値等の

詳細には触れない。竪坑からの玄室方向は北西にとる。玄室は両袖長方形を呈する。以前調査時

に出土した鉄刀 1振は、町文化財調査事務所にて保管している。

(ST-03)

S偕02か ら東北東に約30.6mの 地点で検出した。崩落等の無い唯―の地下式横穴墓である。竪

坑は砲弾形の平面プランを呈し、 2段構造で手前側は縦幅約0,35mのテラス状に造る。擾土はア

カホャブロック混 じりの黒色上で、玄門部を粘土により閉塞する。玄門部は縦0.53m横 0.66mで

羨道部の長さは0.29mを測る。玄室は両袖長方形で縦断面横断面ともに台形を呈するが天丼都中

央のみを高くドーム状に造る。玄室南東に頭部を置き、一体の壮年女性が埋葬されていた。人骨

の保存状態は不良で、頭蓋と下肢の一部が残存するのみであつた。右頬骨には朱の付着が見られ

た。左肩横に鉄刀が 1振 (293)、 右肩横に刀子が 1本 (294)と 鉄斧が 1本 (294)、 右頭部横に

鉄鏃が4本 (295～ 298)の 副葬品が出上した。追葬等の痕跡は認められなかった。

ST-03出土人骨

―-63-一



(参考文献及 び 関連 文献 ほか )
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「鹿毛第 3遺跡」田野町文化財調査報告書第28集 田野町教育委員会1998

「本野遺跡 (縄文時代遺物編)J田 野町文化財調査報告書第32集 田野町教育委員会1999

「本野遺跡 (弥生時代の調査)」 田野町文化財調査報告書第33集 田野町教育委員会2000

「高野原遺跡A区」田野町文化財調査報告書第34集 田野町教育委員会2000

「高野原遺跡BoC区 (1)」 田野町文化財調査報告書第35集 田野町教育委員会2000

「高野原遺跡 (E～ G区 )」 田野町文化財調査報告書第36集 田野町教育委員会2000

「元野河内遺跡」田野町文化財調査報告書第39集 田野町教育委員会2001

「畑田遺跡」田野町文化財調査報告書第40集 田野町教育委員会2001

「本野原遺跡概要」田野町文化財調査報告書第44集 田野町教育委員会2002

「高野原遺跡 B・ C区 (2)」 田野町文化財調査報告書第45集 田野町教育委員会2003

「高野原遺跡 B・ C区 (3)弥生時代の調査」田野町文化財調査報告書第46集 田野町教育委員会2003

「鹿村野地区遺跡」田野町文化財調査報告書第47集 田野町教育委員会2003

「天神河内第 1遺跡」宮崎県教育委員会1991

「田野町史 (下巻)」 田野町1983

「平畑遺跡」宮崎学園都市遺跡発掘調査報告書第 2集 宮崎県教育委員会1985

「学頭遺跡 。人児遺跡」宮崎県教育委員会1995

「中村遺跡」山田町文化財調査報告書第 1集 宮崎県山田町教育委員会1983

「鳥井原遺跡」熊本市教育委員会1977

水ノ江和同 「中 。南九州の曽田式土器」肥後考古第 7号 1990

堂込秀人 「南九州暁期土器の再検討―入佐式と黒)|1式の細分一」鹿児島考古第31号 1997
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図版 1

縄文時代早期の上器



図版 2

縄文時代早期の土器



図版 3
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縄文時代前期の上器



図版 4

縄文時代前期の上器



図版 5

縄文時代前期末～中期初頭・後期の上器



図版 6
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縄文時代後晩期の上器
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図版 フ

縄文時代後晩期の上器



図版 8

縄文時代後晩期の上器



縄文時代後晩期の上器



図版 10

縄文時代後晩期の上器



図版 11

縄文時代後晩期の上器



図版12

縄文時代後晩期の上器



図版 13

縄文時代後晩期の土器



図版14

縄文時代後晩期の上器



図版15

縄文時代後晩期の上器


